





































































































































































足が目立つ学校区（school district）では，初任者教員のほぼ半数が ARTC を経
て教職に就いている。教員養成の高度化・専門化が図られる一方で，構造的に教
員不足や教員の偏在化が進むということが起きているのである。
中国においても「大学における教員養成」への改革が進む中で同様の事態がさ
らに進行するのであろうか。それとも何かしらの是正策や高度化・専門化と格差
を止揚する思想が現れてくるのであろうか。このことは中国のみならず日本や西
欧先進国でも問われる課題であり，その意味で今後の教員養成に関する多国間の
比較研究が重要となってくると思われる。
次に，教員養成に関して，やはりアメリカで課題となっているのは教員（志望
する学生も含めて）の人種や性別の偏りである。具体的にはヒスパニックやアフ
リカン・アメリカンの児童生徒が多いのに対し，教員はそのような人口動態を反
映するものとなっていない。結果，児童生徒達の文化や社会経済的背景について
教員が十分に理解をすることができているのかという課題がある。多民族国家で
ある中国もまた，教員養成において上記のような問題が顕在化する事例はないの
であろうか。本書では他省との比較が今後の課題（同 p. 252)となっていたが，こ
れからの教員養成制度研究には以上の視角も求められるといえよう。無論，この
ような視点は中国のみを対象とする研究だけではなく，教員養成に関する多国間
の比較研究が重要となってくることは言うまでもない。
以上，紙幅の関係もあり，評者の問題関心からの論点提示を行ってしまった。
本書は現代中国における教員養成改革の特質と課題を知る上での好著であり，日
本の教員養成改革への示唆も多く含むものであることを重ねて特記しておきたい。
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